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1901年以降の降水量記録から見た1999年6月29日広島豪雨の特徴 

 

Characteristics of heavy rainfall in Hiroshima City on June 29, 1999, based on precipitation 
data since 1901 

 

牛山素行* Motoyuki USHIYAMA*  

 

Abstract 

    A disaster due to heavy rainfall occurred mainly in Hiroshima Prefecture, in west Japan, on 
June 29, 1999.  Due to this rainfall, 32 people died, about 530 houses were destroyed and about 
4210 houses flooded.  In this study, the characteristics of this heavy rainfall were investigated 
by using long term precipitation and disaster data (1901-1998) in the area around Hiroshima 
City.  The total precipitation of this single-day event was about 270mm, which is about the 
same as normal wet season monthly precipitation in this area.  In the long-term precipitation 
data, a long term trend of warm season (Jun.-Nov.) total precipitation for this area was not 
detected.  Trends of the annual maximum daily precipitation show a small increase 
(3.9mm/10year).  In the long-term precipitation data, there were 6 instances in which daily or 
total precipitation was greater than this case.  However, all of these instances were recorded 
more than 30 years ago.  It is clear that this event was one of the heaviest examples of 
single-day rainfalls around Hiroshima City.  However, it is not largest or most extreme rainfall 
event.   
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1.はじめに 

1.1 近年の自然災害と情報に関する問題 

 近年我が国でも地球環境問題に対する関心が高まり

つつある．地球環境問題への関心と不安感の存在は，

自然災害を伴う激しい現象が発生した際に，それらの

現象が地球環境問題と直結してとらえられやすい状況

を作り出すことが懸念される．さらに，近年のIntern

etの発達は，従来存在しなかった種類のデマを生じや

すくなっていることも懸念される． 

 このような現代において，自然災害に取り組む研究

者が，社会に向けて発信すべき情報としてはいくつか

の種類が考えられるが，個々の災害事例について，そ

の事例が激しいものなのか,そうではないのかといっ

た，事例の規模を，広い視野から客観的に評価するこ

とも重要な取り組みだと思われる.このような情報を

蓄積することによって，よく聞かれる「最近災害が立

て続けに起こっているようだが，これは大変なことな

のではないのか」といった素朴な疑問に答える事が出

来るようになることが期待される．本研究では,1999

年6月末の広島市を中心とした豪雨災害を例として,こ

のような問題意識にもとづいた検討を試みる. 

 

1.2 本研究の検討内容 

 1999年６月29日,梅雨前線の活動により西日本一帯

で豪雨が記録され,広島県広島市・呉市を中心に，人的

被害を伴う大きな災害が発生した(以下，本論文では本
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災害事例を「1999年広島豪雨」と呼ぶ)．本災害に関し

ては，福岡編(2000)，海堀ら(1999)などすでにいくつ

かの報告が為されており，被害状況，土石流発生状況，

降雨状況などについての整理，解明が進みつつある． 

 本研究では，まず1999年広島豪雨の概要について，

既報(牛山ら，1999)以後に入手した資料を踏まえてあ

らためて整理する．次に，1901～1998年の各種降水量

資料を利用して，暖候期降水量や記録的豪雨の日数な

どを調査し，広島市周辺における最近約100年間の降水

量変動傾向の特徴を明らかにする．その上で，豪雨記

録および災害記録にもとづいて，広島市周辺における

最近約100年間に現れた豪雨災害事例を抽出し，1999

年広島豪雨との比較を行い，同事例が広島市周辺地域

において極めてまれな現象であったのか，しばしば見

られる現象であるのかを検討する． 

 最後に，これらの検討結果を踏まえ，将来の同地域

における豪雨災害の危険性についての指摘を試みたい． 

 なお，本研究で言う「広島市周辺地域」とは，現在

の広島市役所を中心として，約30kmの円内に含まれる

地域のこととする．これは広島市域全域及び広島市域

に隣接する市町村の大半の地域が含まれる範囲に相当

する. 

 

２．1999年広島豪雨の概要 

２．１ 概況 

 1999年広島豪雨による災害は，広島市周辺地域で19

99年6月29日未明から降り始めた降雨が，同日正午頃か

ら激しくなり，この降雨が誘因となって，同日夕刻ま

での間に広島市，呉市およびその周辺地域において発

生したものである． 

 自治省消防庁(1999)によれば,1999年広島豪雨によ

る広島県内の被害は,死者・行方不明者32名,住家全半

壊526棟,浸水家屋4210棟などとなっている.死者・行方

不明者のうち20名が広島市，8名が呉市における被害者

であり，特に広島市北西部･西部に集中している(牛山

ら，1999).住家全半壊，浸水家屋などの被害も同地域

が中心である. 

 

 

図 1 1999年広島豪雨の死者･行方不明者発生箇所 

牛山ら(1999)より．●は被害者１名，■は複数(数字が

被害者数)． 

 

２．２ 降水量の特徴 

２．２．１ 利用資料 

 降水量資料としては，気象庁所管のAMeDAS観測所(広

島県・島根県・山口県の80ヶ所)の観測値のほか，砂防

学会広島土砂災害緊急調査団(海堀ら，1999)および筆

者自身によって収集された広島市周辺の，建設省，広

島県，広島市，日本道路公団所管の観測所(計42ヶ所)

の観測値を利用した． 

 

２．２．２ 先行降水の状況 

 広島(地方気象台，広島市中区)の1999年１～６月の

日降水量と，半旬(５日)降水量の平年値に対する比を

図 2に示す．なお，ここで用いている平年値は気象庁

旧広島地方気象台(中区江波南)における1961～1987年

の各半旬ごとの平均値であり，後述するように現在の

広島地方気象台の観測値とは切断したものであるが，

広島市周辺地域におけるひとつの代表値としてここで

は利用している． 

 1999年4月以降の降水状況を見ると，４月下旬から５

月中旬までは雨がほとんど降らず，少雨傾向が続いて

いたが，５月下旬以降は断続的に降水が記録されてい

た．６月下旬は，23日から始まった一連の降水イベン

トが，27日未明までで終了し，その後ほぼ丸２日の無

降水期間を経て，29日未明より降水が始まり，29日午

後の豪雨へと続いている．これらの降水イベントによ

り，６月下旬は５日降水量が平年より多い状態が続い

ているが，６月中旬以前の状況を見てもわかるように，
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平年値に対してこの程度上回ることは特殊なことでは

ない．したがって，今回の豪雨発生前の時点で，先行

降雨が特に多い状況であったとは言えない． 
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図 2 広島の 1999年１～６月の日降水量(上)と５日降

水量の平年値に対する比(下) 

２．２．３ ６月29日の降水状況 

 6月29日の最多雨域における降水状況の一例として

魚切ダム(広島県所管,広島市佐伯区)を図 3に示す．本

図に見るように，今回の降水イベントは，29日未明に

はじまり，29日正午過ぎから夕方にかけて集中的な降

水が記録され，夜半には終了している．広島市周辺地

域では，時間帯に１～２時間程度の差はあるが，おお

むね同様な降水状況が記録されている．29日の降水量

が多かったいくつかの地点について，主要な降水量記

録をまとめると表 1のようになる．複数機関のデータ

を集めたものなので，観測手法の差による影響など，

種々の誤差が考えられるが，今回の豪雨は少なくとも

最大日降水量(今回の場合24時間降水量とほぼ同義)25

0～270mm程度，最大１時間降水量70～80mm程度，最大

２時間降水量110～130mm程度の事例であったと考えて

よいであろう． 

 ６月29日の広島市周辺における降水量分布を図 5に

示す．本図は，気象庁，建設省，広島県，広島市，日

本道路公団所管の観測所(図中の点)観測値をもとに，

曲率最小化アルゴリズムによって作成したものである

(以下の等値線図はすべて同様な手法で作成)．これに

見るように，雨域の中心は広島市西部であるが，その

範囲は北東～南西方向に細長く広がっている． 

 6月29日の中国地方西部(ここでは広島県･島根県・山

口県付近のこととする)の降水量分布を 

図 4に示す．ここからも，豪雨が広島市西部の狭い範

囲で，山塊の東側に沿うような形で，局所的に発生し

たことがうかがえる．なお，この図は，広島市周辺で

は密に収集した観測値を利用しているがその他の地域

では，AMeDAS観測所の観測値のみを使用しているため，

広島市周辺とその他の地域では観測所密度が異なって

いる. 

 中国地方西部では，６～7月が年間の最多降水量を記

録する季節であり，特に瀬戸内海側の平地にある山口，

広島などでは６・７月共に，日本海側の浜田や萩でも7

月には月降水量平年値が250～300mm程度になっている

(図 6)．したがって，1999年広島豪雨では，最多雨域

において，中国地方西部における最多雨季の月降水量

平年値程度の降水が，１日で記録されたものであると

言ってよい． 
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図 3 最多雨域(魚切ダム)の降水状況 
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表 1 1999年広島豪雨の主要降水量記録 

観測所名   所管  29日  最大降水量  

    降水量 1時間 2時間  

 戸山 建設省   271   63  111  

魚切ダム 広島県   253   63  104  

八幡川橋 道路公団   229   81  113  

 呉 気象庁   185   70  133  

 可部 気象庁   137   44   62  

 広島 気象庁     97   15   25  

 

 

図 4 中国地方の6月29日降水量分布 

数字は降水量(mm)，等降水量線間隔は50mm，広島市周辺以外はAMeDASデータのみを使用． 

 

 

図 5 広島市周辺の 6月 29日降水量分布 

点は観測所位置，等降水量線間隔は 10mm． 
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図 6 中国地方西部の月降水量平年値 

広島は 1961-1988年，他は 1961-1990年 

 

 

３．広島市周辺における降水量の経年変動 

３．１ 本検討の意味 

 近年の気候変動や都市化などにより，気温が大きく

変化しつつあることはよく知られており，これに伴っ

て降水量にも影響が出ているであろう事が指摘されて

いる．日本付近の年降水量は最近100年間は減少傾向に

あり，月降水量の異常多雨(平年値との差が標準偏差の
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２倍以上を記録した場合)の記録回数も減少傾向にあ

る(気象庁，1999など)．しかし，例えばIwashima and 

Yamamoto(1993)は，最近百年間について日降水量の上

位１～４位が発生した時期を見ると，1935年頃以降大

きく増加し，現在まで続いていると指摘しており，こ

れは，近年記録的豪雨が増加している可能性を示唆す

るものでもある． 

 近年の気候変動は全球規模で見られるものであるが，

その変化は一様ではなく地域特性があり，例えば日本

の都道府県程度の広がりを持つ個々の地域についての

変動傾向は十分明らかにはされていない．近年の豪雨

事例を扱う場合には，当該地域の降水量の変動特性を

検討した上で，個々の豪雨事例の特徴について論ずる

事が重要であろう． 

 そこで，ここではまず広島市周辺地域における，最

近約100年間の降水量変動傾向について検討を試みる． 

 なお，本研究では，より長期の記録が得られること

から,日降水量および月降水量データを主体に検討を

行った.最近約20年間の１時間降水量に関しての検討

は，既に報告した通りである(牛山ら，1999)． 

 

３．２ 利用資料についての検討 

３．２．１ 利用観測所 

 検討には,気象官署(気象台,測候所等)及び気象庁所

管の各種観測所のうち，広島市周辺で1901～1998年の9

8年間中，90年以上の観測値が得られ,かつ観測所の移

動が比較的少ない観測所の観測値を用いた．各観測所

の位置および参考のために，AMeDAS観測値による夏季

(6～8月)降水量準平年値(1979～1990年の平均)を図 7

に示す.また，各観測所で得られる観測値の年数及び位

置の変遷を

表 2に示す.これに見られるように,ここで用いた観測

所は，広島地方気象台が1988年に4.4kmという大きな移

動をしているのを別にすると，各観測所とも移動距離

はおおむね1km前後に収まっている. 

 

３．２．２ 統計の接続の検討 

 長期的な降水量の検討を行う際には,観測所の移動

による観測値接続の可否が重要な問題となる.気象官

署については，接続の検討が行われており，その結果

はいくつかの方法で刊行されている(気象庁，1990)．

まず，呉では観測開始以来現在まで各観測要素とも接

続と判定されている.広島については1988年の移転の

弊害で,日降水量の極値順位については接続と判定さ

れているが,累年平均値や，月降水量の極値順位を求め

る場合は,1988年で統計が切断と判定されている.広島

の1988年以降の観測値については,十分な注意が必要

であろう. 

 気象官署以外の観測所については,このような判定

資料が整備されていないため,気象庁の「地上気象観測

統計指針」(1990刊，1993,1995,1997追録)を参考にし

て判定した.これによると，まず観測所の移動が水平距

離で500m，または標高差で5mを超えない場合は接続す

るものとなっている．従って,可部の1926年及び1978

年の移動，廿日市の1926年の移動については接続と判

定してよいことになる. 

 水平移動距離が500mを超える場合の判定方法として

は，降水量の場合，まず年降水量を用いて，移転前の

適当なm年間について，各年毎に 

 

 Xi = Di - di   

 (1) 

 

を求める.ここでDiはi年における判定対象観測所の年

降水量，diはi年における近接観測所の観測値の年降水

量平均値である．次に，m年間のXiについて累年平均値

xmおよび標準偏差σを求める.最後に，移転後の３年間

について(1)式と同様にして，Y1，Y2，Y3を求め，Y1～Y

3のうち２つ以上が，xm±σの範囲内であれば,年降水

量の累年平均値及び他の統計値についても接続と判定

される．接続と判定されなかった場合は,年降水量以外

のデータについて同様に検討し,各要素について個別

に接続性の判定を行うこととなっている. 

 本研究で用いた観測所では,特に寒候期に欠測がし

ばしば見られているため,年降水量の代わりに暖候期

降水量として，６～11月の降水量積算値を用いること

とした.また，近接する観測所の観測値は,いずれも広

島及び呉の２地点を用いた.判定に用いたのは,佐伯が

1948～1977年と1979～1981年,可部が1927～1950年と1

956～1958年,廿日市が1948～1977年と1981～1983年で

ある．廿日市の移転後の期間がやや遅くなっているの

は,この間に更に観測所の移転や欠測などがあり,安定

したデータが得られなかったためである. 
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 判定の結果，いずれの移動においても接続と判定さ

れたため，これらのデータを用いて広島市周辺におけ

る降水量の長期傾向を論じて差し支えないものと考え

られる. 

 なお，広島市周辺地域にはこれらの他にも多くの観

測所が存在しているが,いずれも以上の検討の結果，長

期的な降水量の検討には利用できないと判断された． 

 

表 2 降水量経年変動の検討に用いた観測所の諸元 

観測所名   年数    期間  所在地   移動距離  

気象官署         

 広島    98 1892～1934 広島市千田町1-599    

  1935～1987 広島市江波南1-40-1   2.7km  

  1988～  広島市中区上八丁堀6-30  4.4km  

 呉    99 1894～1945 海軍省呉鎮守府構内    

  1946～1956 呉市大和通(城山)   ?.?km※１  

  1957～1967 呉市築地町1   ?.?km  

  1967～  呉市宝町9-25   0.2km  

気象官署以外        

 佐伯    92 1896～1977 津田村役場(現佐伯町役場)   

  1978～  ▲佐伯中学校   1.3km  

 可部    93 1888～1925 郡役所     

  1926～1955 可部町役場   ?.?km※２  

  1956～1977 広島県農業試験場園芸支場  0.9km  

  1975～  ▲(現)広島市安佐北区役所  0.5km  

 廿日市    93 1888～1925 郡役所     

  1926～1977 廿日市町役場   0.0km?※３  

  1981～  広島県廿日市土木建築事務所  0.7km  

 

※１ 呉の1946～1956年については位置が明確に限定できないため移動距離不詳とした．また，鎮守府構内時代

にも２回移動が記録されているがやはり位置が限定できない.ただし，いずれの移動も半径0.5kmの円にほぼ

収まる範囲内と考えられる． 

※２ 可部については，郡役所の位置が明確に限定できないため移動距離不詳とした．ただし，地形図で見る限

りでは，郡役所→町役場の距離は長く見積もっても1km以内である． 

※３ 廿日市の郡役所と町役場はほぼ同地点． 

※４ ▲はAMeDAS観測所． 

 

 

 
図 7 広島市周辺の観測所位置と 6～8 月降水量準平

年値(mm) 

●は AMeDAS観測所，■は本文中で用いるその他の観

測所． 

 

３．２．３ 観測手法の変化 

 長期的な降水量資料を扱う際には,観測所の移動の

ほか,測器の変更，観測時間(日界)の変更などが影響す

る．本研究では,既往のいくつかの知見から,ここで行

うような検討に際してはこれらの影響は少ないものと

判断し,今回は特に補正等は行わないこととした. 

 

３．３ 暖候期降水量の経年変動 

３．３．１ 西日本全体の傾向 

 まず，降水量の経年変動について検討する.本研究で

は，通常は暖候期に見られる豪雨現象を対象としてい

ること，および前述のように寒候期は欠測が目立つこ

とから,利用資料は暖候期(ここでは6～11月)を対象と

した. 
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 気象庁(1994)によれば，1898～1992年の資料を元に

した西日本(彦根，境，浜田，多度津，宮崎の平均)の

降水量の傾向として，以下のような特徴が見られてい

る． 
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図 8 広島市周辺における1901～1998年の降水量平年比の経年変化 
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夏(6～8月)，秋(9～11月)．1961～1990年(広島は1987年)の平均を平年としてこれに対する比率で示す．点線は各年

の値，実線は５年移動平均値． 

 

夏(6～8月) 

• 期間を通じてのトレンドは増加だが，危険率5%

で有意ではない 

• 1910～1950年頃が少雨傾向,1950～1970年頃が多

雨傾向で，その後は不明瞭 

秋(9～11月) 

• 期間を通じてのトレンドは減少だが，危険率5%

で有意ではない 

• 1940～1950年頃がやや多雨傾向，1980～1985年頃

が少雨傾向 

 

表 3 広島市周辺における降水量平年比の 1901～

1998年の長期トレンド(%/10年) 

 長期トレンド    欠測数  

 6～8月 9～11月 6～8月 9～11月  

 広島  1.004 -0.900    0    0  

 呉  0.676 -0.699    3    2  

 佐伯  2.324 -0.209   10    6  

 可部  3.166*  2.031    6    2  

*は危険率 5%で有意 

 

３．３．２ 広島市周辺地域の降水量経年変動 

 本研究では気象庁(1994)に従い，広島市周辺観測所

における1901～1998年の夏季降水量(6～8月)，秋季降

水量(9～11月)の平年値(1961～1990年)に対する比を

計算した．ただし，廿日市については一部資料が得ら

れなかったため，本節の集計からは除外した．なお，

広島以外の観測所では欠測があるが(表 3)，欠測の場

合は次式によって推測値を得た上でトレンドを計算し

ている．欠測年の前後の年の値から内挿した推定値に

よるトレンドの計算も試みたが，計算結果に大きな差

は生じなかった． 

 

           欠測観測所平年値 

 推測値=広島観測値×－－－－－－－－－ (2) 

             広島平年値 

 

 経年変化を図 8に，同期間の降水量の直線回帰式の

傾きを表 3に示す.また，図表は示さないが，各観測所

について，10年毎の夏季降水量，秋季降水量の標準偏

差も求めた．これらから広島市周辺における1901～19

98年の暖候期降水量の傾向を整理すると以下のように

なる． 

 

夏(6～8月) 

• 期間を通じてのトレンドは全地点で増加だが，可

部以外は危険率5%で有意ではない． 

• 各観測所とも1910年代，1940年代に少雨，1950

年代が多雨で，西日本全体の傾向と共通点はある

が，1950年頃をはさんだ前後の少雨・多雨傾向は

明瞭ではない． 

• 10年毎の降水量標準偏差のトレンドは全地点増

加だが危険率5%で有意ではない．ただし，全地点

とも1990年代の標準偏差が全期間の最大値であ

る． 

秋(9～11月) 

• 期間を通じてのトレンドは可部以外減少だが，危

険率5%で有意ではない 

• 広島の1940～1950年頃が多雨傾向であるが，他の

観測所では多雨・少雨の傾向は明瞭ではない 

• 10年毎の降水量標準偏差のトレンドは広島・佐伯

が減少，呉・可部が増加だが危険率5%で有意では

ない．最大値の出現時期は一定ではない． 

 

 すなわち，広島市周辺地域においては，夏季，秋季

ともに,降水量の増減傾向は明瞭でない．夏季について

は一部で漸増傾向が見られるが，近年特に夏季あるい

は秋季の総降水量の多い状況が頻発・継続してはいな

い.ただし，1990年代の夏季降水量標準偏差が全地点で

最大であったことから，夏季降水量の年毎の変動は，

最近約100年間でもっとも大きかったと言っていい． 

 

３．４ 豪雨の発生傾向 

３．４．１ 日降水量上位記録による検討 

 次に,広島市周辺における記録的豪雨の経年傾向に

ついて検討した.記録的豪雨発生の経年傾向の検討方

法についてはいくつか手法がある．例えば，Iwashima 

and Yamamoto(1993)は，年最大日降水量資料を用いて,

上位４位程度までについて,各記録の発生年を調べ,一

定期間毎に集計する方法を提案している．集計結果は

いくつか示されているが,例えば，山元(1999)によれば，

本研究とほぼ同じ期間である1896～1995年について，
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全国18ヶ所を対象に年最大日降水量記録の発生年を20

年毎に集計すると,1935年頃にジャンプがあり,それ以

後記録的豪雨の多い状態が続いていると指摘してい

る. 

 Iwashima and Yamamoto(1993)の方法を参考に，3.2

で挙げた，広島，呉,佐伯,可部，廿日市の各観測所に

おける1901～1998年の年最大日降水量資料をもとに，

各観測所毎にソートし,上位４位および10位までを対

象に，その発生年を20年毎に集計すると，図 9のよう

になる.なお，同一日に複数観測所での記録がある場合

は１回として集計している． 

 上位４位までの記録に関しては，その経年傾向は明

瞭でないが，上位10位までについてみると，年々増加

しているようにも見える．また，上位10位までの記録

回数は，1981～1998年が9回(1999年を含むと10回)とな

り，1901年以降で最大である． なお，上位４位記録

のうち最も新しいものは,1983年９月28日における可

部及び廿日市での記録(いずれも第4位)であり，その後

1999年６月の今回事例に至るまでの16年間,上位4位ま

での記録が更新されることはなかった.これは，結果的

には1901年以降でもっとも記録更新間隔が開いた期間

に当たることとなった．このことから，広島市周辺地

域が，近年特に顕著な豪雨を経験しておらず，豪雨に

対する関心が低下していた可能性も考えられる． 
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図 9 広島・呉・可部・廿日市・佐伯における年最大

日降水量上位 10位までの発生回数 

 

３．４．２ 年最大日降水量の経年変化 

 3.4.1における検討で用いられた日降水量の上位記

録は，上位10位まででも計31回(複数観測所で記録され

ている日を１回と数える)に過ぎず,経年傾向を論ずる

資料としては十分ではない.そこで，次に1901～1998

年について,各観測所の年最大日降水量の変化を検討

した.なお，年最大日降水量についても広島以外の観測

所では欠測があるが，欠測の場合は３．３の(2)式に従

って推定値を得た上でトレンドを計算している． 

 各観測所毎の経年変化を図 10に，同期間のトレンド

を表 4に示す．これら図表では,特定の観測所だけでな

く,広島市周辺地域という広がりの中での特徴を見る

ために，検討に用いた５観測所中の年最大日降水量も

利用している．これらから，1901～1998年の広島市周

辺地域における年最大日降水量の経年変化の特徴を整

理すると以下のようになる． 

 

• 年最大日降水量のトレンドは全地点で増加であ

り，特に可部，佐伯，廿日市では危険率5%で有意

となっている． 

• ５観測所中の最大値のトレンドも増加であり，か

つ危険率5%で有意であった． 

• 増加の傾向はおおむねコンスタントであり，近年

になって急激に増加しているわけではない． 

• 5観測所中の最大記録は1926年9月10日広島の357

mmであり，これを含めて1920年代に300mm以上の

大きな記録が２回ある． 

 

 このように，広島市周辺地域においては,最近約100

年間で見ると年最大日降水量が増加傾向にあり,すな

わち豪雨が次第に激しくなりつつあるといってよさそ

うである.仮に5観測所のトレンドを適用すると,1901

年頃と比較して現在は40mm程度強い年最大日降水量が

記録され得ることになる. 

 ただし，この増加傾向がコンスタントであること，

極めて大きな記録が60～70年ほど以前に記録されてい

ることも注目される.ごく近年になって急速な変化が

生じ，従来記録されなかったような豪雨が次々に発生

しているという状況ではないことに注意が必要であ

る. 

 

３．４．３ 統計期間の短い観測所を含めた検討 

 更に,統計期間がやや短い観測所も含めて，広島市周

辺観測所における，1901年以降の年最大日降水量記録

の上位5位をまとめると表 5のようになる．これに見る

ように,日降水量に関しては,過去98年間を対象として

みれば,1999年広島豪雨と同等もしくは上回る程度の

記録が散見される．また，これら記録は特定の日に集
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中して記録されているものではない．例えば明らかに

今回の事例を上回ると思われる事例に限っても，広島:

357mm(1926/9/10)，伴:380mm(1928/6/24)，佐伯:328m

m(1930/8/12)， 江田島:320mm(1942/8/27)などと，ま

ったくばらついている． 

 すなわち，各種降水量記録から見ると，1999年広島

豪雨と同程度もしくは上回る程度の豪雨事例が,広島

市周辺地域において過去約100年間に,少なくとも４回

以上は記録されていることになる. 

表 4 広島市周辺における年最大日降水量の1901～19

98年の長期トレンド(mm/10年) 

 長期トレンド 欠測 

 広島   1.051   0 

 呉   2.209   2 

 佐伯   5.224*  6 

 可部   4.274*  3 

 廿日市   3.783*  5 

 ５地点   3.894*  0 

*は危険率 5%で有意．「５地点」は５観測所中の年最大

値系列 
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図 10 広島市周辺における 1901～1998年の年最大日降水量の経年変化 

「５観測所」は広島・呉・可部・佐伯・廿日市における各年毎の最大値．点線は各年の値，実太線は５年移動平

均値． 
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表 5 統計期間の短い観測所も含めた広島市周辺観測所の年最大日降水量上位記録(mm) 

 

 地点名   加計   可部   佐伯   広島    呉     伴   廿日市  大竹  江田島  海田市 瀬野    

 データ数    77     93     92     98     86     15     93     82     37     35     65    

 開始年    1911   1902   1901   1901   1901   1923   1901   1901   1932   1908   1901    

 最終年    1998   1998   1998   1998   1998   1939   1998   1998   1977   1944   1972    

 1位        242    232    328    357    199    380    260    266    320    281    258    

 2位        226    182    233    262    176    185    248    208    243    180    192    

 3位        197    180    220    223    173    147    214    200    178    176    170    

 

表 6 一般化極値分布による 1999年広島豪雨日降水量の再現期間 

 

    広島   呉  可部  佐伯 廿日市 5観測所 

 標準最小二乗規準(SLSC) 0.0379 0.0229 0.0468 0.0338 0.0165 0.0218 

 1999/6/29の日降水量(mm)     97    185    147    117    181  

 再現期間(年)       2     32      7      2     16  

 271mmの再現期間(年)    117    424    165     54    170     38 

「５観測所」は広島・呉・可部・佐伯・廿日市の5観測所中の年最大降水量 

 271mmは，1999年6月29日に観測された最大日降水量(建設省戸山観測所) 

 

３．４．５ 1999年広島豪雨の再現期間 

 ここで用いた5観測所の年最大日降水量データを一

般化極値分布(寶，1998)にあてはめることによって,1

999年広島豪雨時の日降水量の再現期間を検討した. 

 既に指摘したように,広島市周辺地域における記録

的豪雨は，特定の観測所のみで記録されているわけで

はない.ちなみに，1901～1998年について，各年の５観

測所中の最大値を記録した回数は，広島11回,呉19回，

可部17回,佐伯43回,廿日市9回(うち1904年は可部・佐

伯が同値)である.したがって，広島市周辺地域におけ

る豪雨の特徴を考えるためには，特定の観測所の記録

に注目するだけでなくこれら観測所のデータ全体にも

着目する必要があるかと思われる.そこで，ここでは再

現期間の計算を，各観測所ごとの年最大降水量データ

系列のほか,各年における５観測所中の最大降水量の

データ系列についても行った． 

 計算結果を 

表 6に示す.表中のSLSCは，一般化極値分布の適合度を

評価する基準で，この値がおおむね0.04以下であれば

適合度に問題はないということを示す(寶，1998).今回

利用した５観測所に中では，可部の適合度がややよく

ないものの，他の地点については全く問題がないと考

えてよい. 

 1999年広島豪雨時の降水量は，この5観測所中ではあ

まり大きな値が観測されていない.呉，廿日市がやや多

かったものの,再現期間はそれぞれ32年，16年であり，

他の観測所は数年程度に過ぎない.確認されている観

測所中の日降水量最大値は，戸山(建設省，安佐南区沼

田町阿戸)の271mmである．各観測所の式を用いてこの

記録の再現期間を計算すると54～424年程度となる.し

かし，５観測所中の最大値のデータ系列をもとにして

計算すると38年である．すなわち，広島市周辺地域内

のどこかで今回程度の豪雨が発生する再現期間は38年

程度であると言っていい． 

 

４．既往豪雨災害記録からの豪雨事例の抽出 

 ここまでは，年最大日降水量記録を中心に広島市周

辺の豪雨について調べてきた.しかし，例えば3.4で抽

出した，各観測所の年最大日降水量の上位４位の中に

は, 枕崎台風(1945年9月)や昭和42年7月豪雨などの記

録が含まれていない.これらは，「広島県砂防災害史」

(広島県土木建築部，1997)，「広島新史」(広島市，19

83)などの地誌等に大きく掲載されており，広島市周辺

でよく知られている既往豪雨災害事例である，日降水

量記録をもとにした検討では,日界にまたがって発生

した豪雨が見逃されてしまうこともありうる．また，
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顕著な災害は必ずしも顕著な豪雨記録と一致しないこ

ともあるので,ここでは，災害記録も合わせて,広島市

周辺における1901年以降の豪雨事例を抽出することと

した. 

 まず，広島県地域防災計画付属資料(広島県防災会議，

1969)に収録されている1884～1967年の災害一覧，及び

その後の各年の広島県統計年鑑(広島県企画振興部統

計課)収録の災害一覧から，広島県において記録されて

いる豪雨による災害事例のうち，死者・行方不明者が1

0名以上記録されている事例を，主要な災害事例とみな

して抽出した．次に，先に用いた広島市周辺観測所に

おける1901年以降の年最大日降水量のデータを元に，

今回の豪雨と同程度(ここでは1999年豪雨におけるAMe

DASの最大観測値である約180mm/日を基準とする)の記

録を強雨事例として抽出した．こうして抽出された各

事例について，発生時の中国新聞の記事，および広島

県森林協会(1996)を参照し，各事例がどのような種類

の災害であるか，また広島市周辺地域で発生した災害

事例であるかを確認した． 

 

表 7 1901年以降の広島県における主要豪雨災害 

 
死者･行方不明者10名以上(抽出理由「死者」)もしくは広島市周辺で日降水量180mm以上(抽出理由「強雨」)が記録されている事例． 

死者数等は広島県全体の合計値．死者･行方不明者が広島市周辺地域で発生している場合は「●」，していない場合は「×」． 

最大降水量記録は，広島市周辺地域内におけるもの． 

積算降水量は,各事例時の最多降水域において，日降水量５mm以下となった場合に降水イベントが切断されたものとみなして，その間の

降水量を積算した. 
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 1926/9/10      1928/6/23～27 

  

 1930/8/11～13      1945/9/16～17 

  

 1965/6/18～20      1967/7/5～9 

 

図 11 過去の主要豪雨時の広島市周辺の降水量分布 

・は観測所位置．数字は降水量(mm)．等降水量線間隔は 10mm． 

 

 調査結果を整理したのが，表 7である．これによる

と，広島県において，人的被害が10名以上の事例は，

かつては５年に1回程度は発生していたが，1977年以後

は，1988年7月20日の事例のみであったことがわかる．

広島市周辺において，人的被害が今回事例を明らかに

上回る事例としては，次の５事例が確認できる． 
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① 1926/9/10～11 

② 1942/8/27 

③ 1945/9/16～18(枕崎台風) 

④ 1951/10/13～15(ルース台風) 

⑤ 1967/7/8～9(昭和42年７月豪雨) 

 

 これらのうち，まず②については，高潮による被害

が中心で，今回の事例とはかなり性質が異なるほか，

戦争中のため資料がほとんど残されておらず，実態が

よく分からない．①，③，④，⑤は今回と同様な洪水・

土砂災害である．ただし，発生域が④はより西側であ

り，③，⑤はより東側である．ただし，③については，

原爆被害との分離が困難で，広島市の被害が寡少に記

録されている可能性が指摘されており(河田ら，1992)，

注意が必要である． 

 日降水量記録から見て，今回事例を明らかに上回る

事例としては，上記①，②のほか，以下が挙げられる. 

 

⑥1928/6/24～27 

⑦1930/8/12 

⑧1965/6/19 

 

 ⑥，⑦の事例では,日降水量300mm以上が記録され,

⑧では，3.4で検討したように,1901～1998年中の年最

大日降水量の上位４位以内が,検討に用いた５観測所

中４ヶ所(広島,呉，可部，廿日市)で記録されている. 

 資料が得られた①,③,⑤,⑥,⑦,⑧の各事例につい

て，気象庁所管観測所の観測値をもとに積算降水量分

布図を作成すると,図 11(図中の点は観測所位置)のよ

うになる．特に，①1926/9/10，⑥1928/6/23～27の２

事例では，広島市中心部あるいはそのやや西側に最多

雨域があること,北東～南西方向に雨域の中心軸があ

ることなど，今回の事例の雨域と類似性が見られる. 

 以上の検討から,本研究で対象とした広島市周辺地

域において，今回と同程度もしくはそれ以上の規模の

豪雨事例としてはっきりしている事例は，少なくとも

①，④，⑤，⑥，⑦，⑧の６事例があるということに

なる． 

 ただし，災害という意味では,人的被害など,被害規

模において今回事例を上回る事例は，1967年以降発生

していない.また，降水量記録の顕著な事例は1960年代

以前の古い記録が多く,ことに日降水量が今回を明ら

かに上回る事例は1942年以前に限られている. 

 

５．まとめ 

 本研究において得られた知見を整理すると以下の通

りである. 

 

A) 1999年広島豪雨は,日降水量250～270mm程度，最

大１時間降水量70～80mm程度の豪雨事例であっ

た．これは，中国地方西部における雨季の月降水

量平年値程度の降水が，１日で記録されたものと

言える.この豪雨によって広島県内で死者・行方

不明者32名(うち広島市20名，呉市8名)などの被

害を生じた． 

B) 1901年以降の広島市周辺地域の降水量は,夏季の

一部観測所で増加傾向が見られるが,秋季につい

ては増減傾向は明瞭でない． 

C) 1901年以降の広島市周辺地域では，検討に用いた

5観測所中３観測所で，年最大日降水量に増加傾

向が認められた.５観測所中の年最大値も増加傾

向が認められた．豪雨の強さが経年的に強くなっ

ていると言ってよさそうである．ただし,増加の

仕方は一定であり,近年急激に増加しているわけ

ではない. 

D) 日降水量，積算降水量，被害規模いずれの記録か

ら見ても,広島市周辺地域において1999年広島豪

雨と同程度もしくは明らかに上回る規模の豪雨

災害事例が，1901年以降少なくとも６回以上記録

されている.ただし，これらの記録はいずれも19

60年代以前のものであった． 

E) 1999年広島豪雨時に観測された日降水量最大値2

71mmの再現期間は，広島,呉,可部,佐伯,廿日市の

1901年以降の記録をもとに一般化極値分布を適

用して計算すると54～424年であった.ただし，こ

れら５観測所中の年最大値をもとに計算すると3

8年であった． 

 

 このように，1999年広島豪雨は,広島市周辺地域にと

って,過去の豪雨に比べて特に顕著，あるいは特異な豪

雨事例であったとは言えない．また，近年この地域で

降水量あるいは豪雨が急増していたわけでもない.今

回程度の豪雨事例の発生頻度は,広島市周辺地域のど

こかで発生する可能性という観点からすれば,30～40

年に１回程度の確率と言っていいであろう.さらに，今
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回を明らかに上回る規模の豪雨も少なくとも６回以上

確認された．急増ではないが,年最大日降水量が増加し

ていることを考えると,これらの既往記録を上回る事

例が発生することも懸念される. 

 今後の防災対策を立てる上では,今回の事例程度の

豪雨に対応できる体制を整えるのでは不十分であって,

今回の事例を大きく上回る事例を想定することが必要

である.その際,今回用いたような既往豪雨事例に関し

ての情報整備を,それぞれの立場から更に進めること

がまず重要であろう. 

 広島市周辺地域において,今回事例を大きく上回る

規模の豪雨事例が過去に何回か発生していたことが今

回確認された．しかし，それらはいずれも30年以上前

の古い記録であったため，住民らの記憶から消え去っ

てしまっていたことが考えられる．また，同地域にお

いて比較的よく知られている災害事例とは別の時に,

顕著な豪雨記録が発生していたことも注目される.こ

のような，比較的古い時代に顕著な豪雨災害にみまわ

れ,その後顕著な災害が繰り返されていないような地

域において,今後とくに重点的な情報の掘り起こし,及

び情報整備が必要と思われる. 
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